
特別編
●時間　14：00 ～ 15：30
●会場　豊科公民館ホール
●定員　700 人（先着順）
※申し込みは不要です。
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これからの世の中とあなたの力

市民を対象とした生涯学習の場として、本年も各
界で活躍中の皆さんを講師に市民大学講座（信州大
学編・特別編）を開催します。各講座とも受講料は
無料です。なお、信州大学編のみ申し込みが必要で
す。9 月 10 日（月）から受付開始。各回の講座開
催前日までに電話かファクスまたは電子メールでお
申し込みください。
問い合わせ・申し込み先

明科総合支所内教育委員会社会教育課
（462･4565 662･3525）

mshakaikyouiku@city.azumino.nagano.jp

ダニエル流・食と健康

ダニエル・カール氏
山形弁研究家

●時間　14：00 ～ 15：30
●会場　堀金総合体育館サブアリーナ
●定員　350 人（先着順）
※申し込みは不要です。

特別編

私の取材ノートから

江
えがわしょうこ

川紹子氏　ジャーナリスト

信州大学編（全５回）　※申し込みが必要です。

●時間　19：00 ～ 20：30（各回共通）
●会場　穂高会館第２会議室
　　　　（第１回のみ穂高会館体育館会議室）
●定員　各 50人（先着順）社会教育課へお申し込みください。

地球温暖化問題のウソ・ホント
講師 繊維学部 鈴

す ず き え い じ

木栄二特任教授

第１回

第２回

糸－靜構造線と、その周辺の
活断層・地震を知る
－安曇野の地震防災を考える－
講師 全学教育機構 小

こ さ か

坂共
ともよし

栄特任教授

第３回

日本語教師が考える
「日本経済新聞」の読み方
－日本語教育と日本語学習の視点から－
講師 人文学部 坂

さかぐち

口和
かずひろ

寛准教授

第４回

映像をつなぐこと / 映像がつなぐこと
講師 人文学部 飯

いいおか

岡詩
し ろ う

朗准教授

第５回

消費文化の新潮流
講師 人文学部 水

みずはら

原俊
としひろ

博准教授

（信州大学・安曇野市連携）

市民大学講座 2012
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長野県市町村振興協会の助成でコミュニティ活動に必要な資機材を整備
　堀金地域の倉田区は、市町村振興宝くじの収益を財源とする公益財団
法人長野県市町村振興協会の地域活動助成事業により、コミュニティ活
動に必要な発電機、照明器具、ドラムコード、メガホン、音響備品、AV 機器、
炊飯器、寸胴、テントを整備しました。なお、この事業は、住民が自主
的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治組織
を盛り上げることを目指すもので、コミュニティ活動に直接必要な施設ま
たは設備の整備に関することや宝くじの普及広報を目的に行われています。
問堀地域支援課地域担当（472・3106 ㈹ 672･4900）

れ
か
ら
の
行
政
を
考
え
る
た
め
の
重
要

な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
調
査
方
法　

調
査
員
証
を
携
行
し
た

調
査
員
が
お
伺
い
し
て
直
接
調
査
票

を
配
布
・
回
収
す
る
方
法
が
主
と
な

り
ま
す
。
調
査
票
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
ら
、
も
れ
な
く
ご
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票

は
、
厳
重
に
保
管
し
、
集
計
が
完
了

し
た
後
は
溶
解
処
分
す
る
な
ど
、
情

報
の
保
護
に
万
全
を
期
し
ま
す
。
9

月
中
頃
か
ら
調
査
対
象
と
な
っ
た
世

帯
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）
貸
付
》

　

自
動
車
事
故
で
死
亡
ま
た
は
、
重
度

後
遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た
人
の
子
ど
も

（
0
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）
に
対

し
、
育
成
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し

ま
す
。

●
貸
付
金
額　

▽
一
時
金
15
万
５
０
０

０
円　

▽
毎
月
2
万
円　

▽
入
学
支

度
金
4
万
４
０
０
０
円
（
小
・
中
学

校
入
学
時
）

●
貸
付
期
間　

貸
付
が
決
定
し
た
月
か

ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

●
返
還
期
間　

中
学
校
卒
業
後
１
年
間

据
え
置
い
た
後
、
月
賦
ま
た
は
半
年

賦
併
用
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払

い
※
高
校
・
大
学
等
へ
進
学
し
た
場
合
、

在
学
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

《
介
護
料
の
支
給
》

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度
後
遺
障

害
者
と
な
ら
れ
た
人
で
介
護
を
必
要
と

さ
れ
る
場
合
、介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
月
額　

▽
特
Ⅰ
種
定
額
6
万

８
４
４
０
円
（
上
限
額
13
万
６
８
８

０
円
）　

▽
Ⅰ
種
定
額
5
万
８
５
７

０
円
（
上
限
額
10
万
８
０
０
０
円
）

▽
Ⅱ
種
定
額　

2
万
９
２
９
０
円

（
上
限
額
5
万
４
０
０
０
円
）

●
支
給
期
間　

申
請
を
受
理
し
た
月
か

ら
介
護
料
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
消

滅
す
る
月
ま
で

詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
自
動
車

事
故
対
策
機
構
長
野
支
所
（
０
２
６

･
４
８
０
･
０
５
２
１
）
へ
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
（
長
野
県
・
安
曇
野
市
）
で

は
、
10
月
１
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調

査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
5
年
ご

と
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
で
16

回
目
に
な
り
ま
す
。
国
民
の
ふ
だ
ん
の

就
業
・
不
就
業
・
就
業
に
関
す
る
希
望
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
日
本
の
就
業
構

造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
各
種
雇

用
政
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
、
こ

●
開
催
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
く
る
り
ん
広
場
」

●
申
し
込
み　

9
月
10
日
（
月
）
か
ら

21
日
（
金
）（
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分
）
ま
で
の
間
に
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
明
記
の
上
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
電
話
で
の
お
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は

先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
「
く
る
り
ん
広
場
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
活

動
団
体
（
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
）
や
市
な
ど
の
情
報
の
収

集
・
発
信
、
交
流
の
場
で
あ
り
、
ま
た

市
民
相
互
あ
る
い
は
市
民
と
行
政
の
協

働
の
接
点
と
な
り
ま
す
。
市
民
活
動
団

体
の
情
報
発
信
を
目
的
に
セ
ン
タ
ー
に

登
録
を
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
等
を
随

時
募
集
し
ま
す
。
よ
り
多
く
の
団
体
の

登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

登
録
す
る
と
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
各
団
体
の
情
報
を

掲
載
し
た
り
、
セ
ン
タ
ー
に
各
団
体
の

情
報
を
設
置
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
講
座
の
案
内
な

ど
各
団
体
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

申
請
書
類
は
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
「
く
る
り
ん
広
場
」
お
よ
び

各
総
合
支
所
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。
募
集
内
容
を
確
認

の
上
、必
要
書
類
を
添
付
し
、市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
市
民
と
市
職
員
と
の
共
同

作
業
に
よ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に

分
か
れ
、
課
題
の
抽
出
、
解
決
策
の
検

討
を
行
い
ま
す
。
今
後
の
協
働
の
進
め

方
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
け
る
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

市
内
に
居
住
ま
た
は
、

通
勤
通
学
し
て
る
人
で
4
人
程
度

●
報
酬
等　

報
酬
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

●
開
催
日　

第
１
回 

10
月
13
日
（
土
）

以
降
11
月
、
12
月
、
１
月
、
2
月
の

計
5
回（
す
べ
て
土
曜
日
開
催
予
定
）

職場のトラブルでお困りの
労働者・事業主の皆さまへ

障害者の法定雇用率が引き上に　　

　労働者個人と事業主間のトラブルを解決する「あっ
せん」をご利用ください。労使双方が簡単な手続きで
利用できます。費用は無料で秘密は厳守されます。
●トラブルの例
・納得できない理由で突然解雇された。
・何の説明もなくパートの時給を下げられた。
・配転命令に、従業員が納得してくれない。
問長野県労働委員会事務局（4026･235･7468）

　すべての事業主は、障害者雇用率制度に基づき、
法定雇用率以上の割合で障害者を雇用する義務があ
ります。

問ハローワーク松本（427･0111）または
　長野労働局職業対策課（4026･226･0866）

●国民健康保険税	 （３期）
●後期高齢者医療保険料	 （６期）
●介護保険料	 （９月分）
●水道料金	 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は10月1日（月）＝

９月の納期
就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
安
企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹	

71
・
５
０
０
０
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
募
集

問
安
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹	

71
・
５
０
０
０
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
く
る
り

ん
広
場
」
登
録
団
体
を
募
集

問
安
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹	

71
・
５
０
０
０
）

育
成
資
金
の
貸
付
お
よ
び
介
護
料

支
給
の
お
知
ら
せ

問
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹	
82
・
６
６
２
２
）

計

統

援

支

民間企業 現行 平成 25年
４月１日以降

法定雇用率 1.8％ 2.0％
雇用義務のある
事業主の範囲

従業員
56人以上

従業員
50人以上

平成 25年
4月1日から
変わります。

り

く

づ

ち

ま

オータムジャンボ宝くじ

公園の植物や
生き物は大切に

　市町村振興宝くじ「オータ
ムジャンボ宝くじ」が全国の
宝くじ売り場で販売されま
す。収益金は、市町村の明る
いまちづくりや環境対策、高
齢化対策など地域住民の福祉
向上のために使われます。お
買い求めは、通信販売か全国
の宝くじ売り場へ
●販売期間　9 月 24 日（月）

～ 10 月 12 日（金）
●抽選日　10 月 19 日（金）
問安企画政策課企画担当
　（471･2000 ㈹ 671･5000）

　公園には樹木や植物が植え
られ、生き物もたくさん生息
しています。許可なく採った
り捕まえたりすることは禁止
しています。花や木、鳥や魚、
昆虫などは観察するだけに
し、みんなで大切にしましょ
う。
問豊豊都市計画課公園緑地係

（472･3111 ㈹ 672･3569）
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県
行
政
書
士
会
で
は
、
10
月
の
行
政

書
士
制
度
広
報
月
間
の
活
動
に
合
わ
せ

「
電
話
無
料
相
談
会
」
お
よ
び
「
面
接
無

料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
相
続
・

遺
言
手
続
、
成
年
後
見
、
土
地
家
屋
の

賃
貸
借
・
売
買
な
ど
の
契
約
書
の
作
成
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
、
法
人
設
立
・
変
更

手
続
、
農
地
転
用
手
続
、
建
設
業
許
可

申
請
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
人
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
電
話
無
料
相
談
会
》

●
日
時　

▽
10
月
5
日
（
金
）
▽
6
日

（
土
）
▽
7
日
（
日
）
長
野
県
行
政
書

士
会
０
２
６
・
２
２
４
・
１
３
０
０

▽
21
日
（
日
）
長
野
県
行
政
書
士
会

松
本
支
部
33･
７
１
６
６

各
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

《
面
接
無
料
相
談
会
》

●
日
時　

10
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
場
所　

ほ
り
が
ね
物
産
セ
ン
タ
ー
道

の
駅
情
報
交
流
室

●
予
約　

不
要
で
す
。
当
日
、
直
接
会

場
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
く
は
、
長
野
県
行
政
書
士
会
松

本
支
部
（
33･

７
１
６
６ 

32･

０

１
５
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
主
権
改
革
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
国
が
一
律
的
に
定
め
て

い
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
に
つ
い
て
、
市
条

例
で
定
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市

で
は
、
条
例
の
骨
子
（
案
）
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か

勤
務
、通
学
す
る
人
。
ま
た
は
、市
内

で
事
業
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体
。

●
閲
覧
場
所　

▽
各
総
合
支
所
内
市
民

福
祉
課
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内「
く

る
り
ん
広
場
」、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法　

9
月
28
日
（
金
）
ま

で
（
必
着
）
に
任
意
の
用
紙
に
意
見
、

提
言
事
項
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個

人
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
、
法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
・

代
表
者
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
を

必
ず
明
記
の
上
、
郵
送
・
持
参
・
フ

ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
必
要
事
項
の
記
載
が
な
い
場
合

　

平
成
21
年
5
月
21
日
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
3
年
が
経
過
し
た
「
裁
判
員
制
度
」。

平
成
24
年
5
月
ま
で
に
３
、８
０
１
人

の
被
告
人
に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。「
裁
判
員
制
度
」
は
、
私
た
ち
一

般
市
民
が
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
刑

事
事
件
の
裁
判
に
裁
判
員
と
し
て
参
加

し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
被
告
人
が
有
罪

か
ど
う
か
，
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な

刑
に
す
る
の
か
を
決
め
る
制
度
と
し
て

始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

問
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
広
報
課

　
（

０
３･

３
２
６
４･

８
１
１
１
）ま
た
は

　
安
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（

71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
０
０
０
）

や
、
電
話
、
口
頭
に
よ
る
受
付
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３　

安

曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地　

穂
高

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢
者
介
護
課

81
・
０
７
０
３

mko-kaigohoken@
city.azum

ino.

　

nagano.jp

●
募
集
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
、
内

容
を
と
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と

と
も
に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関

す
る
情
報
は
除
く
）。個
々
の
ご
意
見

に
対
し
て
直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

（
81･

１
６
３
６ 

81･

０
７
０
３
）

裁
判
員
裁
判
が
行
わ
れ
た
の
は

ど
ん
な
事
件
？

　

平
成
24
年
5
月
ま
で
に
、
強
盗
致

傷
事
件
（
８
９
６
人
）、
殺
人
事
件

（
８
６
０
人
）、
現
住
建
造
物
等
放
火
事

件
（
３
４
９
人
）、そ
の
他
（
１
６
９
６

人
）
な
ど
の
事
件
で
裁
判
員
裁
判
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が

選
ば
れ
た
の
？

　

平
成
24
年
5
月
ま
で
に
選
任
さ
れ
た

裁
判
員
の
数
は
全
国
で
２
１
、９
４
４

人
。
県
内
で
は
２
８
８
人
で
し
た
。

何
日
く
ら
い
参
加
す
る
の
？

　

平
成
24
年
5
月
ま
で
に
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
た
裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
っ

た
事
件
の
う
ち
、
約
6
割
の
事
件
が
４

日
以
内
で
終
了
し
ま
し
た
。

審
理
は
難
し
く
な
い
の
？

　

審
理
の
内
容
に
つ
い
て
は
、61
・
３
％

の
参
加
者
が
「
理
解
し
や
す
か
っ
た
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
裁
判
員
を
経
験

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
声
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
や
統
計
デ
ー
タ
な
ど
詳
し
く
は
、
裁

判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

uhttp://w
w

w
.saibanin.courts.go.jp/

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
市
内
5

会
場
で
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
不
動
産
、
会
社
な
ど
の
権
利

登
記
、
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作
成

や
、
相
続
・
高
齢
者
障
害
者
等
の
財
産

管
理
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
消
費
者
金
融
に

よ
る
多
重
債
務
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

10
月
2
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら
4
時
ま
で

●
場
所　
　
　

▽
豊
科
公
民
館　

小
、
中
会
議
室

▽
穂
高
会
館　

体
育
館
会
議
室

▽
三
郷
公
民
館　

第
１
、
第
2
講
義
室

▽
堀
金
総
合
支
所　

１
階
相
談
室

▽
明
科
総
合
支
所　

第
3
会
議
室

●
申
し
込
み　

9
月
18
日
（
月
）
か
ら

10
月
１
日
（
月
）（
土
日
除
く
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）
の
間

に
、
総
務
課
庶
務
係
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
青
年
海
外
協
力
隊
や
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
、
10
月
6
日
（
土
）
か

ら
20
日
（
土
）
の
間
、
県
内
3
会
場

（
長
野
市
、
松
本
市
、
上
田
市
）
に
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
募
集
説

明
会
＆
体
験
談
」
を
行
い
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

駒
ヶ
根
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

長
野
地
方
法
務
局
松
本
支
局
で
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

法
務
局
の
全
て
の
事
務
を
対
象
に
休
日

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
予
約
優
先
で

相
談
は
無
料
で
す
。
土
地
・
建
物
の
相

続
、
境
界
・
筆
界
等
の
登
記
に
関
す
る

こ
と
、
日
本
国
籍
の
取
得
等
国
籍
・
戸

籍
に
関
す
る
こ
と
、
人
権
に
関
す
る
問

題
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

9
月
23
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

●
場
所　

長
野
地
方
法
務
局
松
本
支
局

　

2
階
会
議
室

●
相
談
員　

法
務
局
職
員
・
司
法
書
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
・
公
証
人
・
弁
護

士
・
税
理
士
・
人
権
擁
護
委
員

※
問
い
合
わ
せ
は
、
長
野
地
方
法
務
局

松
本
支
局（
32･

２
５
７
１
）

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
途
上
国
の
人
た
ち
と

談

相県
下
一
斉

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹	

71
・
５
１
５
５
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹	

71
・
５
１
５
５
）

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹	

71
・
５
１
５
５
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

問
本
総
務
課
都
市
交
流
・
国
際
係

（

71
・
２
０
０
０	

71
・
５
１
５
５
）

　
　  

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
等
（
案
）

皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ちょっと教えて！
裁判員裁判の

護

介

力

協

開催日 開催地 説明会場 開催時間

10月６日（土） 松本市 松本市中央公民館
（Ｍウイング）4‐4会議室 13:00 ～ 15:00

19 日（金） 上田市 上田市中央公民館
第一会議室 19:00 ～ 21:00

20 日（土） 長野市 長野市もんぜんぷら座
302会議室 13:30 ～ 15:30

開催日 開催地 説明会場 開催時間

10月６日（土） 松本市 松本市中央公民館
（Ｍウイング）4‐３会議室 13:00 ～ 15:00

20 日（土） 長野市 長野市もんぜんぷら座
302会議室 10:30 ～ 12:30

●青年海外協力隊

●シニア海外ボランティア
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家
族
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
い
う

病
気
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
び
、

適
切
に
対
応
を
す
る
こ
と
が
本
人
に
と

っ
て
、
回
復
へ
の
有
効
な
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
家
族
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。
家
族
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
お
悩
み
の

人
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
内
松
本
保
健

福
祉
事
務
所
2
階
測
定
室

●
対
象
者　

パ
チ
ン
コ
、
パ
チ
ス
ロ
、

競
馬
な
ど
、
家
族
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問

題
に
お
悩
み
の
人
（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問

題
を
抱
え
て
い
る
当
事
者
は
除
く
）

●
参
加
条
件　

3
回
と
も
参
加
で
き
る

こ
と

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

9
月
12
日
（
水
）
ま
で

に
、左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
２
６
・
２
２
７
・
１
８
１
０ 

０
２
６
・
２
２
７
・
１
１
７
０
）
ま
た

は
長
野
県
松
本
保
健
福
祉
事
務
所

（
40･

１
９
３
８ 

47･

９
２
９
３
）

　

う
つ
病
を
理
解
し
、
接
し
方
に
つ
い

て
学
び
、自
殺
予
防
を
図
る
た
め
、国
立

精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
認
知
行

動
療
法
セ
ン
タ
ー
長
の
大
野
裕
精
神
科

医
師
を
講
師
に
迎
え
、「
う
つ
病
と
周
囲

の
人
の
接
し
方
、
い
ま
、
私
に
で
き
る
こ

と
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
内
で
は
3
万
人
以
上
、
県
内
で
も

５
０
０
人
以
上
の
人
が
、
毎
年
、
自
殺

で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
の
背
景

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り
、
そ
の

中
で
も
特
に
精
神
的
な
原
因
と
し
て
、

う
つ
病
・
う
つ
状
態
と
推
定
さ
れ
る
人

の
割
合
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
日
時　

9
月
21
日 

（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
受
付

午
後
１
時
）

●
場
所 

県
松
本
合
同
庁
舎
５
０
２
号

会
議

●
入
場
料　

無
料　

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

9
月
7
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
な
ど
で
住
所
、
氏
名
な
ど
を

県
松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く

り
支
援
課
（

40･

１
９
３
８
）
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
予
定
し
て
い
ま
し
た
市
の
大

腸
検
診
の
日
程
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し

た
。
な
お
、
大
腸
検
診
の
未
使
用
の
検

査
容
器
代
に
対
し
て
も
約
３
０
０
円
の

経
費
が
発
生
し
て
し
ま
う
た
め
、
使
用

さ
れ
な
か
っ
た
検
査
容
器
を
お
持
ち
の

人
（
都
合
に
よ
り
検
査
を
受
け
な
か
っ

た
人
）
は
、
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
返
却
期
限　

9
月
28
日
（
金
）

　

毒
き
の
こ
を
原
因
と
す
る
食
中
毒
が

発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

有
名
な
毒
き
の
こ
に
は
、ツ
キ
ヨ
タ
ケ
、

カ
キ
シ
メ
ジ
、
ク
サ
ウ
ラ
ベニ
タ
ケ
が
あ
り

ま
す
。
次
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意

し
て
食
中
毒
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な
い
、食
べ
な

い
。②
き
の
こ
の
特
徴
を
覚
え
確
実
な
鑑
別

を
す
る
。
③
毒
き
の
こ
を
加
工
（
塩
漬
、乾

燥
、水
さ
ら
し
等
）
し
て
食
べ
な
い
。
誤
っ

た
言
い
伝
え
や
迷
信
を
信
じ
な
い
。④
も
ら

っ
た
き
の
こ
も
で
き
る
だ
け
鑑
別
を
す
る
。

日程 テーマ 内容

9月 19日（水） ギャンブル依存症とは

病気としての理解　コント
ロール障がい、否認につい
て、借金問題への対応

９月 25日（火） 巻き込まれない家族の対応
本人の自覚を促す対応　
家族自身の健康と生活

10月１日（月） ギャンブル依存症からの回復

回復者（当事者）、家族の
声　グループワーク、今後
の方向性の確認

康

健ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
講
座

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６	

81
・
０
７
０
３
）

大
腸
検
診
検
査
容
器
返
却
の
お
願
い

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６	

81
・
０
７
０
３
）

自
殺
予
防
対
策
講
演
会

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６	

81
・
０
７
０
３
）

●日程・内容　（全３回）

※時間は各回とも13：30～16：00（受付13：00～）

ギャンブル依存症
ギャンブルにのめり込む事に
より、生活や人間関係を崩し
たり、借金を繰り返えしたり
するなど、家族や周囲を巻き
込んでしまう病気です。進行
すると、多重債務や犯罪、自
殺など、深刻な状態に至る危
険があります。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

10
月
か
ら
更
新
に
な
り
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
が
9
月

末
日
ま
で
に
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

記
載
内
容
に
変
更
や
間
違
い
な
ど
が
な

い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証

の
色
は
、
一
般
被
保
険
者
証
が
「
う
ぐ

い
す
色
」、
退
職
被
保
険
者
証
が
「
オ

レ
ン
ジ
色
」
で
す
。
古
い
保
険
証
は
各

自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
の
有
効
期
限　

新
し
い
保
険

証
の
有
効
期
限
は
平
成
25
年
9
月
30

日
ま
で
で
す
が
、
次
の
場
合
は
有
効

期
限
が
異
な
り
ま
す
。

そ
の
１　

平
成
25
年
9
月
30
日
ま
で

に
75
歳
に
な
る
場
合

　

有
効
期
限
は
満
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
新
し

い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
2　

退
職
被
保
険
者
お
よ
び
退

職
被
扶
養
者
の
人
で
、
平
成
25
年
9
月

１
日
ま
で
に
65
歳
に
な
る
場
合

　

有
効
期
限
は
65
歳
の
誕
生
月
の
月
末

（
１
日
生
ま
れ
の
場
合
は
前
月
末
）
ま

で
で
す
。
誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
一
般

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※
退
職
被
保
険
者
が
65
歳
到
達
に
よ

り
、
月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
場

合
に
は
、
退
職
被
扶
養
者
は
65
歳
未

満
で
あ
っ
て
も
有
効
期
限
は
退
職
被

保
険
者
と
同
日
と
な
り
ま
す
。

そ
の
3　

前
年
度
分
（
平
成
23
年
度

分
）
以
前
に
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納

額
が
あ
る
場
合

　

有
効
期
限
が
平
成
25
年
3
月
31
日
と

な
り
、
6
カ
月
ご
と
の
更
新
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

（
82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
内
市
民
福
祉
課

国
保
年
金
係

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

10
月
か
ら 

更
新
し
ま
す
。

９
月
20
日
～
10
月
19
日

き
の
こ
中
毒
防
止
月
間

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81
・
０
７
２
６	

81
・
０
７
０
３
）

１. 気づき
周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける。

家族や仲間の変化に敏感になり、心の悩
みを抱えている人が発する周りへのサイ
ンになるべく早く気づきましょう。「手
を差し伸べ、話を聞くこと」は絶望感を
減らすための重要なステップです。時間
を掛けて、できるだけ傾聴しましょう。
話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定
したり、表面的な励ましをしたりするこ
とは逆効果です。相手の気持ちを尊重し、
共感しましょう。２. 見守り

身体や心の健康状態について自
然な雰囲気で声を掛けて、あせら
ずに優しく寄り添いながら見守り
ましょう。自然に対応するととも
に、家庭や職場での体や心の負担
が減るように配慮しましょう。必
要に応じて、家族と連携をとり、
主治医に情報を提供しましょう。

3. つなぎ
早めに専門家に相談するよう

促します。心の病気の兆候があ
れば、本人が置かれている状況
や気持ちを理解してくれる家族、
友人、上司といった方の協力を
求めましょう。治療の第一歩は、
公的相談機関、医療機関の専門
家への相談から始まります。

自殺予防について正し
い知識を持ち、相談機関
を積極的に利用しまし
ょう。

健 康心 の

あなたの思いを伝えてください

自殺予防週間
	９月 10 日～ 16 日

自殺予防の
ための

３つの
ポイント

問健健康推進課保健予防担当（481･0726 681･0703）

一人で悩まず お電話ください

026・227・1810
長野県自殺予防情報センター
（長野県精神保健福祉センター内）

平日 8：30 ～ 17：15

一般

退職
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災害の徴候や災害が発生した場合の連絡先

【
長
野
県
重
点
】

○
歩
行
・
横
断
中
の
交
通
事
故
防
止

【
全
国
重
点
】

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
出
掛
け
る
時
に
は
、
い
つ
も
反
射
材

を
持
ち
、
夕
暮
れ
時
か
ら
は
反
射
材

を
使
っ
て
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
も
早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

・
シ
ー
ト
ベル
ト
は
命
綱
で
す
。
す
べ
て
の

座
席
で
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
命
を
守
る
の
は
大
人
の
責

任
で
す
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
運
転
を
し
た
人
だ
け
で
な
く

「
お
酒
を
提
供
し
た
人
」「
車
を
提
供

し
た
人
」「
同
乗
し
た
人
」
も
処
罰
さ

れ
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

9
月
21
日（
金
）か
ら
30
日（
日
）ま
で

の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

で
も
期
間
中
の
9
月
21
日
（
金
）
と
9

月
28
日
（
金
）
に
、
主
要
な
交
差
点
な

ど
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
運
動
の
基
本
】

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
子
ど
も
や
高
齢

者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
と
自

分
自
身
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

横
断
す
る
時
も
運
転
す
る
時
も
確
実

に
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防

団
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
防
火
防
災
に

関
す
る
知
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。消
火
器
・
消
防
用
ホ
ー
ス
を

使
用
し
て
の
消
火
体
験
、
煙
道
に
よ
る

煙
体
験
、
人
形
を
使
用
し
て
の
救
急
法

の
体
験
、
各
種
消
防
車
両
の
展
示
、
音

楽
喇ら

っ
ぱ叭
隊
の
吹
奏
を
は
じ
め
、
小
さ
な

お
子
様
向
け
に
、
女
性
消
防
隊
に
よ
る

防
災
の
お
話
と
紙
芝
居
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

9
月
30
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時　

●
会
場　

▽
メ
ー
ン
会
場
（
イ
オ
ン
豊

科
店
東
側
駐
車
場
）
▽
サ
ブ
会
場　

イ
オ
ン
豊
科
店
１
階
食
堂
街

※
雨
天
時
は
、
サ
ブ
会
場
に
て
消
防
団

活
動
パ
ネ
ル
展
の
み
開
催
し
ま
す
。

市
で
は
、
緊
急
地
震
速
報
や
弾
道

ミ
サ
イ
ル
情
報
と
い
っ
た
対
処
に
時
間

的
余
裕
の
な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合

に
、
人
工
衛
星
を
通
じ
て
緊
急
情
報
を

受
信
し
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
、
住
民

の
皆
さ
ま
に
情
報
提
供
を
行
う
シ
ス
テ

ム
（
J
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ

ー
ト
）
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

放
送
試
験
は
全
国
一
斉
と
な
り
ま
す
の

で
安
曇
野
市
以
外
で
も
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。

●
試
験
実
施
日　

9
月
12
日
（
水
）

●
試
験
時
間　

1
回
目　

午
前
10
時
こ
ろ

　

2
回
目　

午
前
10
時
30
分
こ
ろ

●
放
送
内
容　

防
災
行
政
無
線
（
屋

外
拡
声
子
局
・
戸
別
受
信
機
）
か
ら
、

「
上
り
チ
ャ
イ
ム
」「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う

さ
い
安
曇
野
で
す
」「
こ
れ
は
、
試
験

放
送
で
す
」
を
3
回
繰
り
返
し
、「
こ

ち
ら
は
、ぼ
う
さ
い
安
曇
野
で
す
」「
こ

れ
で
試
験
放
送
を
終
了
し
ま
す
」「
下

り
チ
ャ
イ
ム
」
が
流
れ
ま
す
。 全

安

通

交
信
濃
路
は

ゆ
と
り
の
笑
顔
と 
ゆ
ず
り
あ
い

9
月
21
日
（
金
）
～
30
日
（
日
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

問
安
曇
野
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

穂
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹	

82
・
６
６
２
２
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）全
国
一
斉
放

送
試
験
が
行
わ
れ
ま
す

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72
・
６
７
６
７	

72
・
６
７
３
９
）

　

気
象
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
9
月
は

8
月
に
次
い
で
台
風
の
発
生
数
が
多

く
、
関
東
甲
信
地
方
へ
の
台
風
接
近
数

で
は
8
月
を
上
回
り
１
年
で
最
も
台
風

被
害
が
心
配
さ
れ
る
季
節
で
す
。
台
風

に
よ
る
土
砂
災
害
や
洪
水
、
降
雨
な
ど

に
よ
る
2
次
災
害
の
発
生
危
険
が
増
大

し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
不
安
定

な
気
象
条
件
か
ら
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生

し
て
い
る
た
め
、
河
川
の
急
激
な
増
水

に
よ
り
水
難
事
故
の
発
生
す
る
危
険
性

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
風

水
害
や
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
ど
ん
な
場
所
が
危
険
で
あ
る
か
を
知

り
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

《
普
段
か
ら
心
掛
け
て
お
き
た
い
こ
と
》

▽
防
災
災
マ
ッ
プ
の
確
認

▽
避
難
所
お
よ
び
避
難
経
路
の
確
認　

▽
台
風
情
報
や
大
雨
警
報
・
注
意
報
な

　

ど
の
気
象
情
報
の
確
認

も
し
も
の
災
害
に
備
え
て 

日
ご
ろ
か
ら
水
の
く
み
置
き
を

災害の
備え

災

防

み
ん
な
集
ま
れ
！

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72
・
６
７
６
９	

72
・
６
７
３
９
）

気
象
情
報
に
注
意
し
て

台
風
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

ハザードマップで危険箇所を
再確認しましょう。

問堀金総合支所内総務部危機管理室
　（472･3106	672･6739）
問豊科総合支所内都市建設部
　監理課　（472・3111 ㈹	672・3569）
　建設課　（472・3111 ㈹	672・8340）
問安曇野建設事務所（472・8880	672・8882）

問松本広域消防局
　豊科消防署（472・3145）
　穂高消防署（482・3262）
　梓川消防署（478・2090）
　明科消防署（462・2992）

屋外拡声子局

個別受信機

　

災
害
な
ど
で
断
水
と
な
っ
た
場
合
、
市
で

は
速
や
か
に
応
急
給
水
・
復
旧
作
業
に
取
り

組
み
ま
す
が
、
す
べ
て
復
旧
す
る
に
は
時
間

が
掛
か
り
ま
す
。地
震
な
ど
の
災
害
の
ほ
か
、

落
雷
な
ど
に
よ
っ
て
停
電
し
た
場
合
に
も
急

に
水
道
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
に
役
立
つ
の
が
「
く
み
置
き
し

て
い
る
水
」で
す
。
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
、

各
家
庭
で
も
普
段
か
ら
飲
料
水
や
生
活
用
水

を
確
保
し
て
お
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

飲
料
水
の
確
保　

▽
人
が
１
日
に
必
要
と
す

る
飲
料
水
の
量
は
、
成
人
で
2
㍑
か
ら
3

㍑
で
す
。
１
人
１
日
3
㍑
を
く
み
置
き

の
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
１
歳
未

満
の
乳
児
は
、１
人
１
日
１
㍑
程
度
で
す
。

《
く
み
置
き
の
留
意
事
項
》　

▽
清
潔
で
ふ

た
の
で
き
る
容
器
（
ポ
リ
タ
ン
ク
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
水
筒
な
ど
）
に
、
で
き
る
だ

け
空
気
に
触
れ
な
い
よ
う
、
口
元
ま
で
い

っ
ぱ
い
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
容

器
は
飲
料
水
用
の
新
し
い
も
の
か
、
飲
料

水
（
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
）
の
入

っ
て
い
た
も
の
を
く
み
置
き
専
用
と
し

て
、
毎
回
蛇
口
か
ら
の
水
で
よ
く
す
す
い

で
か
ら
、
水
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
清
涼
飲
料
、
乳
飲
料
、

調
味
料
、
酒
類
等
、
飲
料
水
以
外
の
も
の

が
入
っ
て
い
た
容
器
は
雑
菌
が
付
着
し
や

す
い
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
く
み
置
き
し
た
水
を
飲
む
時
は
、
雑
菌

が
入
ら
な
い
よ
う
、
直
接
口
を
付
け
ず
に
、

コ
ッ
プ
な
ど
に
注
い
で
か
ら
飲
ん
で
く
だ
さ

い
。
▽
浄
水
器
に
は
塩
素
ま
で
除
去
し
て

し
ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
保
存
す
る
場

合
に
は
、
蛇
口
か
ら
直
接
注
ぐ
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
▽
保
存
前
に
沸
か
す
と
水

道
水
中
の
塩
素
が
減
っ
て
し
ま
う
た
め
、

水
の
ま
ま
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

直
射
日
光
を
避
け
て
涼
し
い
場
所
に
保
管

し
た
場
合
で
3
日
程
度
、
冷
蔵
庫
に
保
管

し
た
場
合
で
10
日
程
度
、
消
毒
用
の
塩
素

の
効
果
は
持
続
し
ま
す
。
日
付
を
メ
モ
し

て
お
く
と
便
利
で
す
。
▽
保
存
期
間
が
過

ぎ
て
も
、
沸
か
し
て
飲
め
ば
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
保
存
期
間
が
過
ぎ
た
水
は

滅
菌
効
果
が
落
ち
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に

使
い
切
っ
て
く
み
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
用
水
の
確
保　

▽
ト
イ
レ
で
流
す
た
め

の
水
と
し
て
、
飲
料
水
と
は
別
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
生
活
用
水

を
溜
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
お
風
呂
は
栓

を
抜
か
ず
、
浴
槽
内
に
残
り
湯
を
溜
め
て

お
く
よ
う
に
す
る
と
、
も
し
も
の
断
水
の

時
に
役
立
ち
ま
す
。

問
豊
上
水
道
課

　
（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）
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ら
担
当
窓
口
が
そ
れ
ぞ
れ
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
組
織
変
更
に
よ
り
、
道

路
・
水
路
の
維
持
管
理
に
お
け
る
緊
急

対
応
は
、
豊
科
総
合
支
所
北
棟
2
階
建

設
課
が
窓
口
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
本
庁
舎
建
設
を
見
据
え
た

組
織
体
制
の
見
直
し
を
段
階
的
に
進
め

る
た
め
、
現
在
、
各
総
合
支
所
産
業
建

設
課
地
域
振
興
担
当
（
地
域
整
備
）
で

行
っ
て
い
る
業
務
を
、
10
月
１
日
か
ら

本
庁
の
各
部
局
に
集
約
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
左
表
の
よ
う
に
、
総
合
支
所
か

長野県総合教育センター会議室等
の貸し出をしています

信濃川水系河川整備計画策定
に向けた住民説明会

　県総合教育センター（塩尻市片丘）では、本年度か
ら講堂、会議室、グラウンド、テニスコートの貸し出
しをしています。施設の詳細、使用料、空き状況、申
し込み方法など詳しくはホームページをご覧いただく
か、センターへお問い合わせください。
●施設の概要　講堂…400 人収容（最大 700 人）
　会議室…30 人から 120 人まで収容できる 10 室、
問長野県総合教育センター（453・8800）
uhttp://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/

　国土交通省北陸地方整備局では、信濃川水系のこ
れからの川づくりを定める「河川整備計画」策定に
向け、千曲川・犀川流域にお住まいの皆さまからご
意見をお伺いするため住民説明会を開催します。
●日時　10 月 3 日（水）午後 6 時 30 分～ 8 時
●場所　あずさ会館大会議室（松本市大字島内）
●定員　50 人程度（入場は先着順）
問千曲川河川事務所調査課（4026･227･9434）

各
総
合
支
所
で
行
っ
て
い
る
道
路
・
水
路
な
ど
の
地
域
整
備
業
務
は

本
庁
の
建
設
課
・
監
理
課
・
耕
地
林
務
課
が
担
当
し
ま
す
。

10月から
変わります

10月から
変わります

担当課 主な業務内容

豊科総合支所
北棟２階（下図①）
都市建設部建設課
472・3111（代表）
672・3569
471・2522（直通）

▷土木事業の地域要望（道路の改良・舗装・歩
道の設置等）の相談と受け付けに関すること
▷道路河川の維持補修（道路、河川の破損修理・
側溝の整備・砂利道整備等）に関すること
▷交通安全施設の整備要望（カーブミラー・ガ
ードレール・横断歩道・信号機等）の相談と
受け付けに関すること
▷道路の除雪、凍結防止材の散布および配布に
関すること

豊科総合支所
北棟２階（下図②）
都市建設部監理課
472・3111（代表）
672・3569

▷公図、土地台帳、図根点測量成果の閲覧およ
び、関係図面の販売

三郷総合支所２階
農林部耕地林務課
477・3111（代表）
677・6060

▷農道、林道事業の地域要望（農林道の改良・
舗装・農業用排水路の改良整備等）の相談と
受け付けに関すること
▷農道、林道の維持補修（農林道の破損修理・
農業用排水路の修理等）に関すること
▷害鳥獣（熊、猿、鹿等）による被害、駆除対
策に関すること
▷森林病害虫（松枯れ）防除対策に関すること
▷緑の羽根募金と緑化木の配布事業に関すること

● 10月 1日からの業務内容

10月から
変わります

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み
問い合わせ

運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、運転
免許更新者を対象に特定任意講
習会を開催します。この講習を
受けると、更新時の講習は免除
されます。70 歳以上・更新時
に 70 歳になる人は、別講習が
必要なため受講できません。ま
た、優良運転者は受講する必要
はありません。

日：９月19日（水）
受付 18：30～
講習 19：00
～ 21：00
場：三郷公民館２
階講義室（三郷
総合支所西）

対象者：９月 20
日～平成 25年
３月 19日まで
の間に運転免許
を更新する人。

料：1,500	円
※おつりのないよう
お願いします。

申：不要
問：安曇野交通安全協
会（472・2263）
※自動車運転免許証・
筆記用具を持参して
ください。

マレットゴルフ
初心者教室

年齢に関係なく楽しむことがで
き、健康体力の維持に有効なマ
レットゴルフを始めませんか。
基本的な技術やルールについて
日本マレットゴルフ協会のＡ級
公認指導者が指導します。筆記
用具、マレットゴルフのスティ
ック、ボールを持参してくださ
い。お持ちでない方には、貸出
しもできます。

日：９月24日（月）
9：00～ 12：00
場：豊科水辺マレ
ットゴルフ場

対象者：市内在住
のマレットゴル
フ初心者

定：15人（先着順）
料：無料

申：9月５日（水）～
18日（火）の間に
お申し込みくださ
い。
問：豊科地域体協マレ
ットゴルフ協会
　金子さん
（4672・5767）

講演会
福島と世界の現状報告
～食の安全を考える～

「共に生きよう 2012 世界食料
デー　安曇野から世界へ！」を
テーマに、食の安全を考える講
演会です。長年世界の飢餓と貧
困の現場にかかわり続けてこら
れた神田英輔さんの貴重なお話
に耳を傾けてみませんか。

日：９月29日（土）
14：00～ 16：00
場：豊科近代美術
館多目的ホール

定：100人
料：無料

申：不要
問：世界食料デー安曇
野実行委員会
事務局　小岩井さん
（482・1144）
　毛見さん
　（482・2650）

大人のための
お月見おはなし会

日本や外国のお話を、すばなし
で楽しみます。秋の一時、昔話
の世界へお出掛けください。（穂
高絵本とお話の会主催）

日：９月27日（木）
10：30～
場：安曇野髙橋節
郎記念美術館　
生家・主屋

料：無料 問：穂高絵本とお話の
会　本郷さん
（482・5923）

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせ

市交流学習センター（みらい・きぼう）の使用申請受け付け方法が変わります
市交流学習センター使用申請の受け付け方法が 10 月 1 日から変更になります。受け付け初日に限り、こ

れまでの先着順を改め、抽選で決定した順番で受け付けを行います。なお、使用しようとする日の 6 カ月前（き
ぼう学習室は１カ月前）の日が属する月の初日（初日が休館日の場合、翌日）が使用申請の受け付け開始日
です。

受け付け開始日（初日に限り抽選、以降は先着順）例 使用希望日

▷穂高交流学習センターみらい・・・10 月 1 日（月）が平成 25 年４月使用分の受け付け開始日です。
▷豊科交流学習センターきぼう・・・10 月 2 日（火）が平成 25 年４月使用分の受け付け開始日です。

   （きぼう学習室は平成 24 年 11 月使用分の受け付けが可能）
施設利用者説明会（みらい・きぼう共通）

使用申請受け付け方法の変更に関する説明会を開催します。交流学習センター（みらい・きぼう）の利
用をお考えの人はご出席ください。申し込みは不要です。
第１回　9 月 11 日（火）18：00 ～ 19：00　　第２回　9 月 21 日（金）14：00 ～ 15：00

●場所　穂高交流学習センター「みらい」多目的交流ホール
問穂高交流学習センターみらい（481･3111 682･0966）　豊科交流学習センターきぼう（471･4033 673･1802）

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月

     

収
納
課
が
移
転
し
ま
す
。

　

豊
科
総
合
支
所
南
棟
１
階
と
2

階
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
収
納
課

事
務
室
が
、
10
月
１
日
か
ら
旧
産

業
建
設
課
が
あ
っ
た
１
階
部
分
に

移
転
し
ま
す
。

① ②
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　市とＮＰＯ法人チルドレンズ・ミュ
ージアムでは、子どもたちが「科学」
や「工作」の面白さを体験し、興味を
持ち、科学が楽しいものと思うことが
できるよう展示や体験教室を行います。
参加は無料で申し込みは不要です。な
お、この事業は「宝くじ助成金」を受
けて行います。
日９月 22日（土）
10：00～ 15：00

場穂高会館
内体験プログラム　▽一円玉　うかぶ
かな？▽［くつひも結べるかな？］
など 64品目展示

工作コーナー　ブーメラン・紙ヒコー
キなど楽しい体験コーナーを予定し
ています。

　安曇野の歴史を物語る貴重な用水路
（堰ほか）について、現地見学を通して
学びます。参加は無料です。
日 10 月 14日（日）9：30～ 12：00
場長野県烏川渓谷緑地水辺エリア
定 30 人（先着順）	
申９月９日（日）から受け付けます。（8：
30 ～ 17：00）電話かファクス、ま
たは電子メールでお申し込みください。

　E ﾒｰﾙ karasu@anc-tv.ne.jp

　カエデの種類が多い森林エリア“彩
（いろどり）の森”にて、樹木の紅葉に
ついて学びます。参加は無料です。
日 10 月 27日（土）9：30～ 12：00
場長野県烏川渓谷緑地森林エリア
定 30 人（先着順）
申９月 18日（火）から受け付けます。
（8：30～ 17：00）電話かファクス、
または電子メールでお申し込みくだ
さい。Eメール karasu@anc-tv.ne.jp

　開館 20 周年を記念して、貞享義民の
お墓巡りを計画しました。義民館の２階
展示室の貞享騒動地形模型で全体を概
観した後、実際の場所を訪ねます。
日９月20日（木）（雨天決行）
記念館前集合８:30 ～解散 15:00 の
予定

日程　シアター視聴後、貞享騒動地形
模型でコース全体の把握～義民のお
墓巡り～松本合同庁舎で昼食～義民
のお墓巡り～義民館・解散

定 20人（先着順）
費 1,000 円（資料代・弁当代他）
持筆記用具・暑さ対策の類・飲み物など
申電話または窓口でお申し込みください。

　素朴な味わいで人気の木版画。身近な
ものを彫ってみませんか。木版のもつ温
もりを大切にしながら自由に制作を楽し
みましょう。
講東儀光則さん（銅版画家）
日 10月６日（土）13:00 ～16:30
場きぼう「学習室１」
参 500 円　定 10人（先着順）
申９月12日（水）午前９時から受付。
　電話または窓口でお申し込みください。

　子育て中の保護者や子育てに携わって
いる皆さんを対象に２回シリーズで講演
会を開催します。１回目は乳幼児の保護
者を対象に、親として子どもたちにどのよ
うに接することが子どもの心をたくましく
育てていくことに繋がるのか、身近な例
を参考にしながら具体的な実践方法を学
びます。参加は無料です。お母さん、お
父さんはもちろん、これから親になる人、
祖父母の皆さん、興味のある人など気軽
にご参加ください。
日９月28日（金）10：00 ～11：30
場三郷公民館講堂
講加藤史子さん（メンタルトレーナー）
その他　託児あります。（無料・先着10
人）９月10日（月）から14日（金）
までの間にお問い合せください。

　臼井吉見文学館「友の会」は、臼井
吉見文学館と共催して秋の講演会を開き
ます。講師は島崎藤村研究家の水

み ず の

野永
えい

一
いち

さん（穂高）で、「『夜明け前』とその
史料」と題してお話しいただきます。長
編歴史小説『夜明け前』は木曽谷を舞
台に明治維新前後の動乱を描いた作品
です。水野さんは、藤村が『夜明け前』
を書くにあたって参考にした史料などを
示しながら作品を解説してくれます。参
加は無料で、申し込みは不要です。どな
たでも参加できます。
日９月９日（日）13：30 ～15：30
場堀金公民館講堂
講島崎藤村学会理事、島崎藤村文学を
楽しく読む会主宰・水野永一さん

20周年特別企画
貞享義民お墓巡り

問貞享義民記念館
477・7550	677・7551

豊科交流学習センターきぼう
ワークショップ木版凹

お う

版づくり
問豊科交流学習センター「きぼう」
471・4033	673・1802

家庭教育講座講演会
子育てに役立つママの魔法
問明社会教育課子ども支援係
462・4565	662・3525

臼井吉見文学館「友の会」
秋の講演会

問臼井吉見文学館
4672・6743

ひまわり子ども支援事業
あづみの　おもしろ子ども

科学・工作教室
問明社会教育課子ども支援係
462・4565	662・3525

第 55 回からすの学校
烏川扇状地の用水路学習会
問長野県烏川渓谷緑地環境管理事務所
4673･0203

樹木の紅葉観察会
問長野県烏川渓谷緑地環境管理事務所
4673･0203

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合せ

催し

　「安曇野の水」をテーマに会員 14人
による、地域の行事や四季の風物など
の作品を展示します。
期 10 月２日（火）～ 31日（水）まで
９：00～ 17：00

※最終日は 15：00まで
休館日　月曜日 ( 祝日の場合は翌日 )
場記念館１階企画展示室
費無料（常設展は有料）

　田淵行男の生物学目的を出発点とし
た蝶の細密画は実物の単なる写実に終
わらず、田淵の心に描かれた蝶の姿が
表現されています。生物学的にも芸術
的にも価値のある、安曇野で描かれた
作品約 20点をぜひご鑑賞ください。
期 9 月 11日（火）～ 11月 11日（日）
休館日　毎週月曜日（ただし9月17日、
10 月８日は開館）、９月 18 日、	10
月 9日

場田淵行男記念館
費高校生以上 300円

　豊科郷土博物館と穂高交流学習セン
ター「みらい」、豊科交流学習センタ
ー「きぼう」では、特別展「安曇野の
お祭り展Ⅰ～オフネがつなぐ地域の輪
～」を 10月 20日（土）から開催しま
す。そこで、特別展のプレイベントと
して、子

こどもぶね

供船を穂高神社から「みらい」
まで曳

えいこう

行します。穂高神社の御船祭り
で曳行される子供船は、普段は一般の
方が曳くことはできません。この機会
に、伝統ある祭り船を曳いてみません
か。小学生のお子さんや親子での参加
も大歓迎です。
日９月 30日（日）８：30～
　集合：穂高神社拝殿前（雨天決行）
費 70 円（保険料など）
定 30 人（先着順）
申９月 11日（火）～ 27日（木）の間
に、電話または豊科郷土博物館の窓
口にてお申し込みください。（受付9：
00～ 17：00）

その他　▷イベント終了後、「みらい」
から穂高神社までは徒歩で帰ります。
▷参加者の駐車場は穂高総合支所西
側駐車場をご利用ください。▷小学
３年生以下の人は保護者同伴で参加
してください。▷動きやすい服装で
お出掛けください。

　社会福祉法人信濃友愛会の利用者全
67人による作品展です。創立 20周年
を迎える本年は県内４会場を巡回しま
す。会期中は特別出品として、木曽養
護学校の百瀬達也さんが紙で制作した
昆虫作品の展示もあります。アートの
素晴らしさを再発見してみませんか。個
性豊かな芸術世界をぜひご覧ください。
期９月 15日（土）～ 23日（日）
９：00～ 17：00

※入場は 16：30まで
休館日　９月 18日（火）
場豊科近代美術館２階
費無料（常設展は有料）

　アクリル画 ･ 油彩画 30 点あまりを
展示します。
日９月21日（金）～25日（火）
10：00 ～17：00

※最終日は15：00まで
場碌山公園研成ホール
費無料
※詳しくは小山英一さん（482･2841）
まで

　中部山岳国立公園に源を発する梓川
を水源とした、管内の農業用水利施設
やその周辺の物産センターなどを訪ね
る２つの施設見学会です。
中信平の水利を訪ねて
日 10月13日（土）8：30 ～16：00
行程　梓川の右岸側（松本・塩尻・山形・
朝日各市村）を巡ります。

集合場所　松本合同庁舎正面玄関前
安曇野の水利を訪ねて
日 10月20日（土）8：30 ～16：00
行程　梓川の左岸側（安曇野市）を中心
とした行程です。

集合場所　豊科総合支所正面玄関前
※いずれも小雨決行。詳細日程は後日郵
送します。

費大人1,000 円、小学生以下無料
※参加者に昼食があります。
申９月21日（金）までに中信平土地改
良区連合へ電話でお申し込みください。
（受付平日9：00 ～ 17：00）詳しくは
中信平土地改良区連合（478･0050）
までお問い合わせください。

万
よろずいがわ

水川などに囲まれた緑あふれる場
所「三角島」。三角島プロジェクトでは、
多くの皆さんに親しんでいただくため、
講師に画家の征矢野久さんを迎え、ス
ケッチ大会を開催します。
日９月 22日（土）9：00～ 12：30
定 30 組（先着順）※小学生未満は保
護者の同伴が必要です。

費大人 200円（小学生以下無料）
申 9 月 14日（金）までに、住所、氏名、
年齢、電話番号を電話かファクスで
ご連絡ください。

安曇野のお祭り展“プレイベント”
オフネを曳

ひ

いてみよう！
問実行委員会事務局（豊科郷土博物館）
4672･5672

豊科近代美術館
四賀アイ・アイ創立20周年記念

アイ・ワールド展
問豊科近代美術館
473･5638	673･6320

碌山公園研成ホール
小山英一絵画展

―　30年の歩み　―
問碌山公園研成ホール
4682・0769

農業用水利と
物産センターを訪ねる
２つの体験バスツアー

問三耕地林務課耕地担当
477・3111 ㈹	677・6060

三角島を親子で描くイベント
問穂安曇野ブランド推進室
482・3131 ㈹	682・6622

貞享義民記念館
第４回 楡

に れ

フォトクラブ写真展
問貞享義民記念館
477・7550	6	77・7551

田淵行男記念館
田淵行男細密画展「安曇野の蝶」
問田淵行男記念館
472･9964	688・2010

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

講演

体験

田淵行男細密画
《ウラギンヒョウモン》
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　地域における文化の振興を支援するた
め、三井住友海上文化財団では年間 30
回程度、各地の公立文化ホールに著名
な演奏家を派遣し、質の高いコンサート
を提供しています。今回、「きぼう」で開
催するコンサートには、日本を代表する
チェンバリストの中野振一郎さんとヴァイ
オリニストの川田知子さんをお迎えしま
す。見た目にも美しい宮廷楽器であるチ
ェンバロの音色をお楽しみください。
日 10 月８日（月祝）
開場 13：30　開演 14：00
（16：00終演予定）
場「きぼう」多目的交流ホール
定 200 人（先着順）
出演者　中野振一郎さん（チェンバロ）
※特別出演	川田知子さん（ヴァイオリン）
演奏予定曲目　アンダンテ	ハ長調（Ｂ．
ガルッピ）「鳥たちのさえずり」ホ短調
（J.Ph.ラモー）ヴァイオリンと通奏低
音のためのソナタ	ニ長調（G.F. ヘン
デル）ほか

※曲目・曲順等が変更になる場合があ
ります。あらかじめご了承ください。

入場券　1,000 円（全席指定）
※未就学児の入場はご遠慮願います。
チケット取り扱い　９月 11日（火）9：
00から「きぼう」２階受付カウンタ
ーにて販売開始します。電話での予
約も可能です。

※休館日は、月曜日および祝日の翌日。
（受付時間 9：00～ 21：30）

　ムービーメーカーという動画編集ソ
フトを使って、手元にある写真やビデ
オから動画やスライドショーを作成し
ます。（全 2回）
日 10 月 18日（木）、11月 1日（木）
いずれも 18：00～ 19：30

場穂高商業高等学校第３パソコン教室
（南校舎）
講小坂仁先生
定 20 人（先着順）
持写真もしくは写真が入ったデジタル
カメラなど（2回目で使用します）

申９月 18 日（火）午前９時から受け
付けます。ファクス 81・1066 また
はハガキでお申し込みください。（電
話不可）

送付先　〒 399-8303　穂高 6839
穂高商業高等学校	小坂仁先生あて

　豊かな大自然と先人たちによって育
まれ継承されてきた魅力的な文化がい
きづく安曇野市。今回その一端に触れ
る講座として、次のとおり三郷地域を
探訪します。
日９月２５日（火）8：30～ 17：00
定 30 人（先着順）
講千國温さん（中央公民館長）
行程（概要）　穂高公民館→三郷総合支
所周辺→貞享義民記念館周辺史跡→
住吉神社周辺史跡→ファインビュー
室山からの展望（昼食）→三郷民俗
資料館、屋敷林等視察→穂高公民館

持昼食・飲み物
申９月10日（月）から電話でお申し込み
ください。（受付 8：30～ 17：15）

教育全般、生涯学習、公民館の振興
と改革に情熱と識見をもって取り組ん
でいただける人を募集します。
公募の基準　▷公民館活動の経験があ
る人。▷市内に居住している人。▷普
通自動車免許を有している人。

　ただし、次の事項に該当している人は
応募できません。▷破産者で復権して
いない人。▷禁固以上の刑に処せられ
た人。▷税金等を滞納している人。

募集期間　９月 19日（水）～ 25日（火）
　　　　　（必着）
募集人数　1人
応募方法　以下の書類を郵送するか持
参により提出してください。手書きで
はなく、ワードなどで作成してください。
他薦の場合は、推薦書（A4 版 1枚、
様式自由、推薦者氏名、推薦者と応
募者の関係、推薦理由を明記）を添
えてください。

▷履歴書▷職務経験書（A4 版、様式・
枚数自由、公民館活動歴もしくはボラ
ンティア歴などをご紹介ください）▷
課題論文「明科地域に求められる公民
館事業」（2000 字以内）

選考方法（選考委員会で選考）
・第１次選考　履歴書、職務経験書、
課題論文による書類選考。選考結果
は 10 月上旬に応募者全員に通知し
ます。

・第２次選考　個別面接　
身分　非常勤の特別職の職員
任期　平成 24 年 11 月 1 日～平成 26
年 10月 31日

報酬月額　20 万 6,500 円（その他諸
手当なし、健康保険・雇用保険なし）

その他　常勤職員と同等程度の職務が
必要です。

提出先　〒 399-7102　明科中川手
6824 番地 1　明科総合支所内教育
委員会社会教育課

学校開放講座
ムービーメーカー入門講座
問明社会教育課社会教育係
462・4565	662・3525

穂高公民館文化講座
三郷地域探訪参加者の募集
問穂高公民館
482・5970	682・3990

明科公民館長を公募します
問明社会教育課
462・4565	662・3525

豊科交流学習センターきぼう
宮廷音楽への招待～チェンバロ・

ヴァイオリンの優雅な響き～
チェンバロ＆ヴァイオリン

デュオリサイタル
問豊科交流学習センター「きぼう」
471・4033	673・1802

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合せ

スポーツ

　体育・スポーツ活動や、行政上の基
礎資料として活用するため、文部科学
省より依頼された体力・運動能力測定
を行います。市内在住で、健康な人の
ご協力をお願いします。
１日目
日９月 25日（火）10：00～ 15：00
場三郷文化公園体育館メインアリーナ
２日目
日９月 26日（水）10：00～ 15：00
場堀金総合体育館メインアリーナ
対60～64歳、65～69歳、70～74歳、
75～ 79歳

定各年齢層とも、男女それぞれ５人
実施項目　① 60～ 64 歳まで　握力・
上体起こし・長座体前屈 ･反復横と
び･往復持久走（20㍍シャトルラン）・
立ち幅跳び　② 65～ 79歳まで　握
力・上体起こし・長座体前屈・開眼
片足立ち・10㍍障害物歩行・６分間
歩行

費１人 100円（保険料）
持飲み物、タオル、運動用上履き
※運動できる服装でお出掛けください。
申９月 12日（水）から 19日（水）ま
でに、社会教育課へ電話でお申し
込みください。（受付平日 8：30 ～
17：00）

　コーディネーション能力とは、目や
耳などからの情報を頭で判断し、身体
を動かす過程をスムーズに行う能力で
す。身体の巧みな動き、多様な動きを
身に付け、運動神経を良くするトレー
ニングを学んでみませんか。
日９月 30日（日）10：00～ 15：00
場三郷文化公園体育館
対スポーツ指導に興味や関心のある 18
歳以上の人および有資格者。子ども
の同伴は、ご相談ください。

定 30 人（先着順）
講日本コーディネーショントレーニン
グ協会公認講師

費参加料１人 100円（保険料を含む）
持昼食、飲み物、運動用上履き、タオル、
筆記用具など　※運動できる服装で
お出掛けください。

申９月 12日（水）から 21日（金）ま
での間に電話でお申し込みください。
（受付平日 8：30～ 17：00）

　市民スポーツ祭の軟式野球の競技会
を開催します。多数の皆さんの参加と
観覧をお待ちしています。
日 10 月 28日（日）
8：00開会式　8：30競技開始

場市営県民豊科運動広場
対活動の拠点が市内にあるチーム（チ
ームの代表者が市内に在住または在
勤の者）

費参加料 1チーム 3,000 円
競技方法　ブロック別トーナメント
申各地域公民館や体育館に備えた申込
書に必要事項を記入の上、10 月 8
日（月）までに、堀金総合体育館内
市体育協会事務局（488・3516）
までお申し込みください。（郵送可）
詳しい内容は開催要項をご覧いただ
くか、市体育協会事務局までお問い
合わせください。

　広く世代を超えて誰にでも手軽に楽
しめるスポーツとして「第４回松本地
域歴史の道ウォーク」を行います。松
本地域には、東山道をはじめ、中山道、
三州街道、善光寺街道（北国西往還）、
千国街道（塩の道）など、歴史ある道
が交差しており、現在もその面影を見
ることができます。本年度は、善光寺
街道の会田宿から青柳宿までを辿りま
す。往時の街道の賑わいを感じてみま
せんか。
期 10 月 13日（土）（雨天中止）
集合場所　JR篠ノ井線明科駅前
　9：00集合
対松本市、塩尻市、安曇野市、東筑摩
郡にお住まいの人

コース　会田宿～花川原峠～青柳宿（坂
北駅）約 14㌔

定 100 人※申し込み者が多数の場合は
抽選します。

費 500 円（保険料など）
応募方法　９月 28 日（金）までにハ
ガキまたはファクスで「郵便番号、
住所、氏名、年齢、電話番号」を明
記の上、下記までお申し込みくださ
い。家族等で応募する場合は、同一
ハガキ（用紙）に参加希望者全員の
氏名、年齢を明記してください。

応募先　〒 390-0874 松本市大手 3丁
目８番 13号	松本市役所大手事務所
６階松本広域連合福祉・地域課「松
本地域歴史の道ウォーク実行委員会
事務局」（434･3250、636･2591）

※事務所移転により９月 18 日以降
は〒 390-1401 松本市波田 4417
番地 1	 松本市役所波田支所４階
（487･5461、687･5462）に変更
になります。

コーディネーショントレーニングを
学ぶ会   参加者の募集
問明社会教育課スポーツ振興係
462・4565	662・3525

第３回安曇野市民スポーツ祭
軟式野球参加者の募集

問明社会教育課スポーツ振興係
462・4565	662・3525

松本地域歴史の道ウォーク
問安企画政策課企画担当
471・2000 ㈹	671・5000

体力・運動能力測定
協力者の募集

問明社会教育課スポーツ振興係
462･4565	662･3525

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

公募講座コンサート

中野振一郎さん
（チェンバロ）

川田知子さん
（ヴァイオリン）

本年度行われる地
域文化祭の内容は、
同封の公民館報に
掲載があります。
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4
月
2
日
～

平
成
22
年
4
月
１
日
生
）
35
人
程
度

・
４
歳
児
（
平
成
20
年
4
月
2
日
～

平
成
21
年
4
月
1
日
生
）
10
人
程
度

・
5
歳
児
（
平
成
19
年
4
月
2
日
～

平
成
20
年
4
月
１
日
生
）
4
人
程
度

※
希
望
者
多
数
に
よ
り
予
定
人
数
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
穂
高
幼
稚
園

　
（
82･

２
０
５
３ 
82･

２
０
４
１
）

保
育
園
と
幼
稚
園
の
入
園
説
明
会

地域 開催日 会場

三郷 10月16日（火） 三郷公民館講堂

穂高 17日（水） 穂高会館講堂

豊科 18日（木） 豊科ふれあいホール

明科 19日（金） 明科公民館

堀金 22日（月） 堀金保育園

※時間はいずれも午前９時 30分～ 11時
　（受付は午前９時から）

●入園説明会の日程


